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問1 火砕流が発生するメカニズムとして、マグマの物理的性質と噴火様式の関係を説明したものとして最も適切なものはどれか。
（2005年　全国公立入試　類似）

1.  マグマからガスが効率的に分離
して抜けた後に、爆発的噴火が起
こる。

2.  粘性が高くガスが抜けにくいマ
グマが、爆発的な噴火を起こす。

3.  マグマの粘性が非常に低く、ガ
スが容易に抜けることで高速流動
が発生する。

4.  マグマが地下で冷却固結した後
に、山体の崩壊を伴って発生す
る。

問2 南半球の観測者が北の空を向いてオリオン座を観察する際、北半球での見え方と比べて「左右逆転」が生じる理由として、最
も適切な説明はどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  南半球では北極星が見えないた
め、天球の基準点がなくなり星座
が反転して見えるため

2.  南半球では地球の自転方向が北
半球と逆向きになるため、星の配
置が回転して見えるため

3.  南半球では大気の屈折率が北半
球と異なり、光の進路が曲げられ
て見えるため

4.  観測者が北半球の観測者に対し
て地球の反対側に位置し、天球を
反対側から見上げることになるた
め

問3 オゾン層が存在する成層圏に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  成層圏は対流圏の上部に位置
し、オゾンによる紫外線吸収で気
温が上昇する特徴がある。

2.  成層圏は地表から10キロメー
トル以下の範囲にあり、気象現象
が活発に起こる。

3.  成層圏にはオゾンがほとんど存
在せず、主に水蒸気の凝結による
雲が発達する。

4.  成層圏は高度50キロメートル
以上の領域を指し、大気が非常に
希薄である。

問4 赤道座標系に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  赤道座標は地球の公転軌道面を
基準面として定義される。

2.  赤緯は天の北極を原点として天
の赤道に向かって測定される。

3.  赤経は春分点を原点として天の
赤道に沿って測定される。

4.  赤道座標における赤緯の範囲は
0度から360度である。

問5 地球の内側を公転する内惑星である金星が、地球から見て太陽から最も離れて見える「最大離角」の状態にあるとき、金星は
どのような形状に見えるか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  ほぼ満月状に見える 2.  常に新月状に見える 3.  三日月状に見える 4.  半月状に見える

問6 地盤沈下のメカニズムと特性に関する説明として、誤っているものはどれか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  地盤沈下は、地下水の過剰な汲
み上げが主な原因の一つである。

2.  地下水位を回復させることで、
沈下した地盤を元の標高まで完全
に復元させることが可能である。

3.  地盤沈下は、大都市や工業地域
において顕著に発生しやすい傾向
がある。

4.  地層の圧密は、地下水位の低下
に伴う有効応力の増加によって進
行する。

問7 大森公式における比例定数（大森定数）が決定される物理的な根拠として最も適切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  P波とS波の伝播速度の差に基
づいている。

2.  地殻の密度と弾性波の減衰率に
基づいている。

3.  震源における地震波の放出エネ
ルギーに基づいている。

4.  観測点における地盤の揺れの増
幅率に基づいている。

問8 地球の公転が天体の見かけの運動に及ぼす影響について、その物理的背景として正しいものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  地球の公転軌道が楕円形である
ため、ケプラーの第2法則により
天体の見かけの移動速度が変化す
る。

2.  地球の自転軸が公転面に対して
傾いているため、天体の南中高度
が季節によって変化し、年周運動
が生じる。

3.  地球が太陽の周りを公転してい
るため、同じ時刻でも地球の位置
が異なり、背景となる恒星との位
置関係が変化する。

4.  地球が自転しながら公転してい
るため、日周運動と年周運動が合
成され、天体は常に円を描いて移
動する。

問9 日本列島周辺の地学的な特徴として、プレートの沈み込みと火山活動および地震発生の関係を説明した記述として最も適当な
ものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  内陸部の活断層による地震は、
海洋プレートの沈み込みとは無関
係であり、主に地球内部の熱対流
によってのみ発生する。

2.  海洋プレートが大陸プレートの
下に沈み込む際、地下深部でマグ
マが生成され、それが上昇するこ
とで火山活動が引き起こされる。

3.  巨大地震はすべて内陸部の活断
層で発生し、太平洋沖合のプレー
ト境界では地震はほとんど発生し
ない。

4.  日本列島の下では大陸プレート
が海洋プレートの下に沈み込んで
おり、その摩擦によって巨大地震
が発生している。

問10 地球の自転に伴う日周運動とは別に、月が恒星に対して移動する方向として正しいものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  南から北 2.  東から西 3.  北から南 4.  西から東


